
やさしく走ろう泊のみち
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◆平成21年度原子力防災訓練実施
◆第44回泊村功労者表彰式
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泊
発
電
所
周
辺
地
域
原
子
力
防
災
計
画
に
定
め
る

原
子
力
防
災
訓
練
が
、
10
月
29
日（
木
）
に
北
海
道
や

泊
村
な
ど
、
防
災
業
務
関
係
機
関
が
参
加
し
て
行
わ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
村
民
の
皆
様
も
退
避
等
訓
練
に

ご
協
力
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
訓
練
想
定
及
び
訓
練
項
目
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

(1)
災
害
対
策
本
部
等
設
置
訓
練

　

警
戒
本
部
及
び
災
害
対
策
本

部
を
設
置
し
本
部
員
会
議
を
開

き
、
退
避
所
開
設
準
備
や
、
住

民
避
難
勧
告
、
広
報
活
動
の
開

始
、
情
報
収
集
と
関
係
機
関
と

の
緊
密
な
相
互
連
携
（
テ
レ
ビ

会
議
シ
ス
テ
ム
）
の
確
認
を
実

施
。

(2)
緊
急
事
態
応
急
対
策
拠
点
施

設
（
オ
フ
サ
イ
ト
セ
ン
タ
ー
）

運
営
訓
練

　

原
子
力
防
災
対
策
に
必
要
な

情
報
を
共
有
す
る
た
め
に
職
員

を
オ
フ
サ
イ
ト
セ
ン
タ
ー
に
派

遣
。

　

10
月
29
日（
木
）
北
海
道
電
力
㈱
泊
発
電
所
１

号
機
に
お
い
て
、
定
格
熱
出
力
運
転
中
に
、
外

部
電
源
喪
失
事
故
が
発
生
し
、
原
子
炉
が
自
動

停
止
す
る
。

　

ま
た
、
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
も
作
動

に
失
敗
す
る
。

　

そ
の
後
、
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
が
一

部
作
動
す
る
が
、
非
常
用
炉
心
冷
却
設
備
（
Ｅ

Ｃ
Ｃ
Ｓ
）
等
が
新
た
に
作
動
不
能
と
な
り
、
そ

の
結
果
、
炉
心
損
傷
に
至
る
と
と
も
に
原
子
炉

格
納
容
器
内
圧
力
が
上
昇
し
、
泊
発
電
所
敷
地

境
界
外
に
放
射
性
物
質
が
放
出
さ
れ
る
事
故
事

象
が
発
生
す
る
と
い
う
想
定
で
、
道
及
び
関
係

町
村
は
、
原
子
力
防
災
計
画
に
基
づ
く
応
急
対

策
を
実
施
。

　

防
護
対
策
地
区
は
、
発
電
所
を
中
心
と
し
て

全
方
位
１
㎞
及
び
風
下
方
向
３
方
位
（
北
西
、

北
北
西
、
北
）（
６
７
・
５
度
）
の
１
㎞
か
ら
６

㎞
の
範
囲
で
設
定
。

訓
　
練
　
想
　
定

(3)
緊
急
時
通
信
連
絡
訓
練

　

村
内
訓
練
参
加
（
協
力
）
機

関
へ
の
通
報
連
絡
及
び
国
現
地

災
害
対
策
本
部
等
と
の
間
の
通

報
連
絡
を
、
各
手
段
を
使
っ
て

実
施
。

(4)
緊
急
時
環
境
放
射
線
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
訓
練

　

北
海
道
原
子
力
環
境
セ
ン
タ

ー
に
緊
急
時
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
要

員
を
派
遣
。

　

派
遣
要
員
は
、
国
及
び
道
の

指
示
に
従
い
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

（
空
気
中
・
水
中
の
放
射
能
濃

度
の
測
定
等
）
訓
練
を
実
施
。

テレビ電話システムを使った防災センター等、岩宇４ヶ町村長と知事、副知事、
支庁長との会議の様子

平成21年度原子力防災訓練実施
!原子力防災を再確認 !

平成21年度原子力防災訓練実施
!原子力防災を再確認 !

平成21年度原子力防災訓練実施
!原子力防災を再確認 !

平成21年度原子力防災訓練実施
!原子力防災を再確認 !
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(5)
広
報
訓
練

　

有
線
放
送
及
び
広
報
車
に
よ
る
村
内

全
域
に
対
し
て
広
報
を
実
施
。

(7)
ヨ
ウ
素
剤
の
服
用
方
法
の
指
導
（
研

修
会
）
を
実
施

　

泊
村
ア
イ
ス
セ
ン
タ
ー
へ
の
住
民
避

難
終
了
後
、
ヨ
ウ
素
剤
の
服
用
方
法
の

指
導
（
研
修
会
）
を
実
施
。

(6)
退
避
等
訓
練

　

堀
株
・
渋
井
地
区
集
会
所
と
泊
村
ア

イ
ス
セ
ン
タ
ー
を
退
避
所
と
し
て
開
設

の
準
備
を
し
、
堀
株
・
渋
井
・
滝
の
澗

地
区
住
民
及
び
老
人
ホ
ー
ム
入
荘
者
の

退
避
訓
練
を
実
施
。
退
避
完
了
後
バ
ス

に
乗
り
泊
村
ア
イ
ス
セ
ン
タ
ー
へ
避
難

訓
練
を
実
施
し
、
体
育
館
で
緊
急
被
ば

く
医
療
活
動
（
医
療
班
）
を
実
施
。

　

泊
保
育
所
園
児
の
屋
内
退
避
訓
練
の

実
施
。
堀
株
地
区
住
民
の
避
難
漏
れ
者

確
認
及
び
災
害
時
要
援
護
者
搬
送
訓
練
の

実
施
。

　

自
衛
隊
に
よ
る
除
染
所
の
開
設
準
備

を
す
る
。

渋井地区集会所に退避し受付をする様子 バスで避難所への移動の様子

自衛隊による除染所開設の様子・除染所内部の様子

避難住民への研修会（ヨウ素剤の服用方
法の指導）の様子

泊村アイスセンターへ避難後、健康状態等の問診の様子 泊村アイスセンターでの緊急被ばく医療活動（医療班）の様子
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(8)
住
民
生
活
保
全
訓
練

　

北
海
道
に
生
活
物
資
の
確
保
を
要
請
。

　

避
難
所
（
泊
村
ア
イ
ス
セ
ン
タ
ー
）

に
住
民
が
過
ご
す
こ
と
の
で
き
る
場
所

を
設
営
・
運
営
す
る
。

(9)
緊
急
時
医
療
措
置
訓
練

　

ヨ
ウ
素
剤
備
蓄
医
療
機
関
（
茅
沼
診

療
所
）
に
ヨ
ウ
素
剤
の
保
管
状
況
を
確

認
し
、
避
難
住
民
に
対
す
る
配
布
の
準

備
を
す
る
。

(10)
情
報
収
集
訓
練

　

村
道
状
況
調
査
、
沿
海
観
光
者
等
の

入
込
み
確
認
。

　

災
害
時
要
援
護
者
、
保
育
所
園
児
、

老
人
ホ
ー
ム
入
荘
者
数
の
確
認
。

　

小
中
学
校
児
童
生
徒
数
の
確
認
。

　

村
内
観
光
施
設
利
用
者
の
確
認
。

　

全
住
民
の
方
位
別
、
距
離
別
の
人
数

を
地
区
別
に
調
査
。

　

広
報
車
両
、
広
報
体
制
の
準
備
。

　

光
フ
ァ
イ
バ
ー
を
使
用
し
た
訓
練
。

緊急時において、役場からコンクリート屋内退避、または避難の指示があった場合は？

住民の皆さんは、下表にある最寄りの施設に集合し、係員の指示に従って行動してください。

滝　 　の　 　澗
茅　沼〔11 地 域〕

堀　　　　　　株

渋　　　　　　井

茅　沼〔10・11地域〕

茅　沼〔10 地 域〕
茅　沼〔炭鉱地域〕

茅　沼〔10 地 域〕
臼別〔山の上地域〕

ご不明の点は、　泊村役場  企画振興課（緯75－2877）　にご確認願います。【特別な配慮が必要な方はご連絡願います。】

集　合　場　所地　　　　域

緊急時における「お知らせ」
皆さんへのお知らせは速やかに行われます! ｢うわさ｣にまどわされないでください!

万が一の緊急時には、北海道や町村などでは、皆さんに、あらゆ
る連絡手段を使って、速やかに事故のあらまし、行動の指示、注
意事項などをお伝えします。

原子力災害は、皆さんの目では見えない災害です。北海道や町
村からの情報や指示を信頼して、冷静・確実に行動してください。

道や関係町村などの情報に基づいて、落ち着いて行
動してください。

すぐに、自宅などの屋内に入り外に出ないでください。 コンクリート屋内退避又は避難の指示は、予防的、先行的に
早め早めに出されるものですので、あわてず落ち着いて行
動してください。

堀 株 地 区 集 会 所

渋 井 地 区 集 会 所

泊 中 学 校

泊村総合福祉センター

茅 沼 地 区 集 会 所

泊 村 公 民 館

臼 別 地 区 集 会 所臼別〔山の下地域〕

泊
〔３地域・照岸地域〕

泊　〔１　地　域〕

泊　〔２　地　域〕

盃
〔５ ・ ６ 地 域〕

興　 　志　 　内
〔茂　岩　地　域〕

興　 　志　 　内
〔７ ・ ８ 地 域〕

茅　　　　　　沼
〔老人ホーム入荘者〕

集　合　場　所地　　　　域

泊村アイスセンター

泊 地 区 集 会 所

照岸・糸泊地区集会所

泊 小 学 校

盃 地 区 集 会 所

国 民 宿 舎 も い わ 荘

老人ホームむつみ荘

１ ２ ３緊急事態の連絡があったら 屋内退避の指示がだされたら コンクリート屋内退避又は避難の指示が出されたら皆
さ
ん
が
と
る
べ
き
行
動
は
…

お隣さんと情報交換。

電話は極力
ご遠慮を。

テレビ、ラジオのスイ
ッチを入れ正確な情
報をつかむ。

防災行政無線・有線
放送・広報車などの
情報に注意する。

｢うわさ｣にまどわされ
ないでください。

外気を取り込む換気
扇などは止めてくだ
さい。ドアや窓を全部
閉めてください。

外から帰ってき
た人は顔や手を
洗ってください。

食品にフタをしたり、ラップを
したりしてください。

ガスの元栓を
しめコンセント
を抜くことを忘
れずに。

戸じまりを
忘れずに。

マスクや外衣を着用し
て持ち物は最小限に。 近所の人に声かけて。

徒歩で集まり係員
の指示に従うこと。
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村
の
振
興
発
展
の
た
め
永
年
に
わ
た
り
ご

尽
力
を
い
た
だ
い
た
方
々
の
功
績
を
讃
え
る

「
第
44
回
泊
村
功
労
者
表
彰
式
］
が
、
11
月

３
日（
火
）
に
泊
村
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、
泊
村
の
表
彰
条
例
に
基
づ

き
、
自
治
、
経
済
、
教
育
、
福
祉
な
ど
の
振

興
や
公
益
事
業
の
推
進
な
ど
、
村
の
発
展
に

功
績
の
あ
っ
た
方
の
善
行
や
努
力
に
対
し
て

お
く
ら
れ
る
も
の
で
、
今
年
は
、
自
治
功
労

者
に
廣
川
登
美
枝
氏
、
近
江
禮
子
氏
、
立
花

孝
子
氏
、
公
益
功
労
者
に
北
海
道
電
力
㈱
取

締
役
社
長　

佐
藤　

佳
孝
氏
が
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
平
成
21

年
秋
の
叙
勲
に
お

い
て
「
旭
日
単
光

章
」
を
寺
井
二
三

男
氏
が
受
章
さ
れ
、

内
閣
総
理
大
臣
か

ら
勲
記
と
勲
章
が

贈
ら
れ
ま
す
。

　

心
か
ら
敬
意
を

表
す
る
と
と
も
に
、

お
祝
い
申
し
上
げ

ま
す
。

第
44
回
　
泊
村
功
労
者
表
彰
式

自

治

功

労

者

廣
川
登
美
枝
氏

　
昭
和
52
年
泊
村

社
会
福
祉
委
員
会

委
員
に
任
命
さ
れ

て
、
以
来
31
年
の

永
き
に
わ
た
り
、
住
民
福
祉
と
生
活

安
定
の
向
上
に
熱
意
を
注
が
れ
、
本

村
福
祉
の
確
立
と
村
勢
の
振
興
に
寄

与
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会

副
会
長
と
し
て
現
在
な
お
、
ご
活
躍

さ
れ
て
い
ま
す
。

自

治

功

労

者

近
江
　
禮
子
氏

　
平
成
元
年
泊
村

社
会
福
祉
委
員
会

委
員
に
任
命
さ
れ

て
、
以
来
18
年
の

永
き
に
わ
た
り
、
住
民
福
祉
と
生
活

安
定
の
向
上
に
熱
意
を
注
が
れ
、
本

村
福
祉
の
確
立
と
村
勢
の
振
興
に
寄

与
さ
れ
ま
し
た
。

　
又
、
社
会
福
祉
協
議
会
理
事
や
国

民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
委
員
を
歴

任
さ
れ
、
福
祉
医
療
の
充
実
と
泊
村
永

遠
発
展
の
た
め
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

公

益

功

労

者

佐
藤
　
佳
孝
氏

　
村
勢
向
上
の
重

要
性
を
深
く
認
識
せ
ら
れ
、
泊
発
電
所

運
転
開
始
20
周
年
を
記
念
し
、
地
域
振

興
と
環
境
対
策
の
一
環
と
し
て
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
車
を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

叙
勲
旭
日
単
光
章
受
章
者

寺
井
二
三
男
氏

　
泊
村
漁
業
協
同
組
合
理
事
、
代
表

理
事
組
合
長
と
し
て
、
厳
し
い
漁
業

経
営
環
境
の
中
で
20
年
の
永
き
に
わ

た
り
、
漁
業
協
同
組
合
の
運
営
に
参

画
し
、
組
合
員
の
生
活
向
上
や
生
産
基
盤
の
整
備
な
ど

に
傾
注
さ
れ
、
地
域
漁
業
の
発
展
に
大
き
く
尽
く
さ
れ

た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
平
成
21
年
秋
の
叙
勲
に
お
い
て

「
旭
日
単
光
章
」
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

自

治

功

労

者

立
花
　
孝
子
氏

　
昭
和
50
年
泊
村

職
員
と
し
て
採
用

さ
れ
て
、
以
来
32

年
７
ヵ
月
の
永
き

に
わ
た
り
、
豊
富
な
識
見
と
卓
越
し

た
手
腕
を
も
っ
て
、
村
勢
の
振
興
と

児
童
福
祉
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
、
地

方
自
治
の
確
立
と
泊
村
永
遠
発
展
の

た
め
に
献
身
さ
れ
ま
し
た
。

北
海
道
電
力
㈱

取
締
役
社
長
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泊
中
学
校
の
文
化
祭
が
同
校
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
文
化
祭
テ
ー
マ
は
「
え

!?
ま
じ
で
!?
そ
こ
ま
で
や
る
の
!?
文
化
祭
!?
～
魅
・
響
・
舞
・
成
～
」。
各
学
年
で

作
成
し
た
展
示
物
が
飾
ら
れ
る
中
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
生
徒
会
企
画
や
１
、
２
年
生

に
よ
る
演
劇
、
学
年
・
全
校
合
唱
、
来
場
者
を
大
い
に
盛
り
上
げ
た
３
年
生
に
よ

る
ダ
ン
ス
発
表
が
行
わ
れ
、
生
徒
た
ち
は
練
習
の
成
果
を
十
分
に
発
揮
し
ま
し
た
。

　

今
年
で
13
年
目
に
な
る
泊
中
ソ
ー
ラ
ン
は
、
全
校
生
徒
が
一
丸
と
な
っ
て
大
胆

且
つ
繊
細
な
表
現
の
振
付
を
発
表
し
て
、
会
場
に
詰
め
掛
け
た
保
護
者
な
ど
か
ら

大
き
な
拍
手
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

泊
中
学
校
文
化
祭

１０
３１

　

泊
小
学
校
の
学
習
発
表
会
が
「
輝
け
泊
小
１
１
２
の
Ｂ
Ｅ
Ｓ
Ｔ　

Ｓ
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｅ
」

の
テ
ー
マ
の
も
と
、
同
校
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
子
ど
も
た
ち
の
晴
れ
舞
台
を
一
目
見
よ
う
と
ビ
デ
オ
や
カ
メ
ラ
を

携
え
た
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
会
場
い
っ

ぱ
い
に
集
ま
り
、
児
童
た
ち
は
こ
の
日
の
た
め
に
一
生
懸
命
練
習
し
て
き
た
劇
や

合
唱
、
器
楽
演
奏
な
ど
を
元
気
い
っ
ぱ
い
に
披
露
し
ま
し
た
。

泊
小
学
校
学
習
発
表
会

１1
３
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泊
村
の
総
合
文
化
祭
、
第
23
回
泊
村
公
民
館
ま
つ
り
が
、
泊
村
公
民
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

と
ま
り
保
育
所
ゆ
り
組
の
お
花
、
小
・
中
学
生
の
書
道
や
絵
画
、
エ
コ
ク
ラ
フ

ト
教
室
作
品
の
お
洒
落
な
バ
ス
ケ
ッ
ト
や
泊
菊
花
会
の
菊
花
な
ど
の
作
品
展
示
、

映
画
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

丹
精
込
め
て
咲
か
せ
た
見
事
な
菊
が
来
場
者
の
目
を
楽
し
ま
せ
た
ほ
か
、
子
供

た
ち
の
力
作
を
熱
心
に
見
入
る
家
族
連
れ
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

泊
村
公
民
館
ま
つ
り

第
23
回

　

今
年
も
泊
村
公
民
館
ま
つ
り
と
同
時
開
催
で
、
健
康
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
「
家
族
で
健
康
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
、
保
健
師
に
よ
る
健
康
相
談
、
管

理
栄
養
士
に
よ
る
栄
養
相
談
、
食
生
活
改
善
協
議
会
に
よ
る
試
食
コ
ー
ナ
ー
が
設

け
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
体
験
コ
ー
ナ
ー
で
は
体
脂
肪
測
定
・
体
内
年
齢
・
血
圧
な
ど
の
健
康
チ

ェ
ッ
ク
が
行
わ
れ
、
担
当
者
か
ら
の
説
明
に
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
小
学
生
が
考
え
た
健
康
標
語
発
表
も
行
わ
れ
、
多
く
の
人
で
賑
わ

っ
て
い
ま
し
た
。

１1
１

１０
３０

１１
１

～

健
康
ま
つ
り

第
21
回と

ま
り
さ
わ
や
か
健
康
フ
ェ
ア

（
テ
ー
マ
：
家
族
で
健
康
づ
く
り
）

‘09
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第21 回  健康まつり（’09とまりさわやか健康フェア）

健康標語入選作品

１
日
の　

始
め
に
し
っ
か
り

　
　
　
　
　
　
　
　

朝
ご
は
ん

小
学
校
５
年　

吉
田　

樹
花

最
優
秀
賞

は
や
く
ね
て　

は
や
く
お
き
て

　
　
　
　
　
　
　

げ
ん
き
な
こ

小
学
校
１
年　

成
田　

ま
い

優
秀
賞

予
防
す
る　

手
あ
ら
い
う
が
い

　
　
　
　
　
　
　

き
ち
ん
と
ね

小
学
校
３
年　

伊
名
野
真
帆

優
秀
賞

は
れ
の
ひ
は　

だ
ん
べ
る
も
っ
て

　
　
　
　
　
　
　

そ
と
は
し
る

小
学
校
１
年　

さ
い
と
う
れ
お

ユ
ニ
ー
ク
賞

お
い
し
い
な　

家
ぞ
く
み
ん
な
で

　
　
　
　
　
　
　
　

朝
ご
は
ん

小
学
校
２
年　

高
谷　

ゆ
い

ユ
ニ
ー
ク
賞

あ
さ
ご
は
ん　

た
べ
れ
ば
げ
ん
き

　
　
　
　
　
　
　

で
て
き
た
よ

小
学
校
３
年　

た
け
だ
き
ょ
う
こ

ユ
ニ
ー
ク
賞

ふ
と
い
は
ら　

う
ん
ど
う
し
た
ら

　
　
　
　
　
　

や
せ
ち
ゃ
っ
た

小
学
校
４
年　

井
上　

峻
海

ユ
ニ
ー
ク
賞

喫
煙
は　

体
の
大
敵

　
　
　
　
　
　
　

辞
め
よ
う
よ

小
学
校
５
年　

成
田　

和
希

ユ
ニ
ー
ク
賞

や
せ
る
た
め　

食
事
を
減
ら
す
が

　
　
　
　
　
　
　

か
し
増
え
る

小
学
校
６
年　

保
原　
　

滋

ユ
ニ
ー
ク
賞
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　支給の対象となる方へは、12月下旬に申請手続きのご案内をいたします。

　ただし、平成20年４月から平成21年７月の間に村外から転入された方や75歳に到達された方等の

場合、以前の医療保険や介護保険での自己負担額証明書とともに泊村の後期高齢者医療制度担当窓口

へ申請が必要です。

お問い合わせ先
北海道後期高齢者医療広域連合　　電話 ０１１－２９０－５６０１

泊村役場　住民福祉課　医療係　　電話 ０１３５－７５－２１３２

申請手続き

「高額介護合算療養費」の申請について
　世帯内の後期高齢者医療制度加入者の方全員の「お医者さんにかかったときの自己負担額」と、「介

護保険のサービスを利用したときの利用者負担額」の１年分の自己負担額を合算した金額が、「介護合

算算定基準額（下表）」を超えると、超えた分が高額介護合算療養費として支給されます。

　支給額は、後期高齢者医療制度と介護保険で支払った自己負担額の割合に応じて、それぞれの保険

者から支払われます。

　・現役並み所得者 ： 住民税の課税所得が145万円以上ある加入者（被保険者）とその方と同じ世帯にいる加入者

　　　　　　　　　　 （被保険者）の方です。

　・住民税非課税世帯

　　　区分Ⅱ：世帯全員が住民税非課税である方に適用されます。

　　　区分Ⅰ：世帯全員が住民税非課税である方のうち次のいずれかに該当する方に適用されます。

　　　　　　　　・世帯全員が所得０円かつ公的年金受給額80万円以下の方

　　　　　　　　・老齢福祉年金を受給されている方

　通常、毎年８月からその翌年の７月末

までの医療保険と介護保険の自己負担額

の合計をもとに計算します。

　なお、平成20年４月から制度が開始

されたため、平成20年度に限り、平成

20年４月から平成21年７月末の16か月

間の合計額で計算することができます。

　その場合の自己負担額の合計の基準額

は、（　　）内の金額です。

75歳以上の方と65歳～74歳で一定の障がいのある方が対象

後期高齢者医療制度

※後期高齢者医療制度又は介護保険の自己負担額のいずれかが０円の場合は対象となりません。

※支給額が、500円未満の場合は支給されません。

※所得区分は、毎年７月31日現在の窓口負担割合が適用されます。

６７万円(８９万円)

５６万円(７５万円)

３１万円(４１万円)

１９万円(２５万円)

区　　　　分 介護合算算定
基 準 額

現役並み所得者

一　　　　　般

住民税非課税世帯

区分Ⅱ

区分Ⅰ
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　全国の電源立地地域の関係者が一堂に集まり、地域振興に関す

る実践力を高め、情報交換を図ることを目的として「エネルギー

プラザ2009 in おおい」が福井県大飯郡おおい町で開催されました。

　今回で24回目の開催となったエネルギープラザには、牧野村長、

宇留間副議長、高谷原特委員長をはじめ、計９名が参加しました。

　全国から約300名が参加した今回のエネルギープラザでは、地

域振興に資する地域振興事例の紹介、情報提供等の内容による検

討会が行われました。

泊村では住宅用火災警報器設置の助成をしております。

村の助成金の申請期限は平成22年３月31日までです。

● 設置する場所は、寝室又は寝室が２階にある場合は寝室と階段になります。
● 補助は、設置にかかる費用又は、10,000円のいずれか少ない額です。
● 警報器は、村内業者で購入したものに限ります。
　 ※村・公営住宅等は、村が設置しますので除きます。

火災警報器に関する助成制度のお問い合わせ先　　泊村役場企画振興課　TEL  ７５－２８７７

泊 発 電 所 の 状 況
■泊発電所１号機（定格電気出力57万９千キロワット）
・定格熱出力一定で運転中

・定格熱出力一定で運転中
■泊発電所２号機（定格電気出力57万９千キロワット）

泊発電所３号機建設工事進ちょく状況（平成２1年１０月２０日現在）

・建設工事は順調に進んでいます

～泊発電所３号機建設工事の総合進ちょく率は、９９．２％に達しています～

■泊発電所３号機

エネルギープラザ２００９　in おおい 11
12

11
13～～

12/4
～10

人権週
間 人権・困りごと相談所開設 相談無料

！

秘密厳守
！

主催：札幌法務局倶知安支局　倶知安人権擁護委員協議会　　共催：泊村

１２月４日（金）　１０：００～１５：００
泊村公民館

日時

場所

予約不要です。
お気軽に
ご相談ください。

毎日の暮らしの中で起こる様々な問題についてのご相談に、人権擁護委員が応じます。
こんな事で悩んでいませんか？
　いじめ、差別、借地・借家、親子・夫婦などの家庭内のこと、セクシャルハラスメント、近隣間のもめごと
　等の法律問題や心配ごと、悩みごとをご相談ください。

〈子どもの人権１１０番〉　０１２０－００７－１１０
〈女性の人権ホットライン〉　０５７０－０７０－８１０
法務省のホームページでも相談を受け付けています。
　http:/www.moj.go.jp/

○問い合わせ先
　　札幌法務局倶知安支局
　　　（０１３６－２２－０２３２）
　　倶知安人権擁護委員協議会
　　　（０１３６－２２－０３２６） 人権イメージキャラクター

人ＫＥＮまもる君
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　今年も、村独自の助成事業として、低所得の高齢者世帯の方々を対象に、寒い冬を乗り切っていた

だけるよう、冬期間の福祉灯油を一世帯あたり年間400リットル支給します。

対象となる世帯

　１　高齢者世帯

　　　65歳以上の単身又は夫婦世帯、世帯主又は配偶者がその世帯の主たる所得者である世帯。

　　　ただし、世帯主又は、配偶者のいずれかが60歳未満の世帯は除く。

　２　母子世帯

　　　母子及び寡婦福祉法第５条第１項に規定する配偶者のいない女子で20歳未満の子を扶養して

いる世帯。

　３　心身障がい者世帯

　　　（１）世帯主又は、配偶者が１級若しくは２級の身体障害者手帳の交付を受けている世帯。

　　　（２）世帯主又は、配偶者が心身に障がいがあり、養育手帳・保健福祉

手帳の交付を受けている世帯。

　４　上記の世帯で、村が規定する基準以下の収入である世帯。

資格要件

　村内に住んでいる方

お問い合わせ　　役場住民福祉課　７５－２１３４

　来年の４月に泊小学校へ入学する予定のお子さんは、

平成15年４月２日から平成16年４月１日までに生まれ

た13名(男８名・女５名)ですが、氏名がもれている方は、

教育委員会までお問い合わせください。(緯７５－２３１１)

　なお、詳しい内容については対象保護者へ通知いたし

ます。　

来春入学される方来春入学される方来春入学される方来春入学される方

成人該当者名簿成人該当者名簿成人該当者名簿成人該当者名簿

お子さんのいるご家庭へお子さんのいるご家庭へ
お知らせお知らせお知らせお知らせ

お知らせお知らせお知らせお知らせ

来春小学校へ入学される来春小学校へ入学される

成 人 お め で と う成 人 お め で と う成 人 お め で と う

平成2２年成人式は１月1０日(日) 泊村公民館午後１時より平成2２年成人式は１月1０日(日) 泊村公民館午後１時より

　平成22年成人式が、１月10日(日)午後１時から泊村公

民館で開催されます。

　今回の対象者は、13名(男７名・女６名)で、平成元年

４月２日から平成２年４月１日までに生まれた次の方々

です。

　対象者に後日改めてご案内いたしますが、お名前がもれている方や泊村で成人式を希望され

る方は、12月14日(月)までに教育委員会(緯７５－２３１１)までご連絡願います。

高齢者世帯等の低所得者世帯の方々へ
福祉灯油（４００リットル）を支給いたします

赤坂　享祐さん
阿部　翔太さん
梅庭　良仁さん
菊地　理香さん
小山まりなさん
渋田　賢一さん
徳田　杏那さん

中畑　　萌さん
藤巻　大祐さん
古川　歩美さん
宮谷　賢吾さん
結城　一麻さん
吉田由美子さん

島谷　祐樹くん
外村　優人くん
高谷　怜治くん
中屋　晴夏ちゃん
藤巻　あみちゃん
吉田　菜那ちゃん

相川　宣春くん
今井　　優ちゃん
茅野　京悟くん
　地　崇仁くん
工藤くるみちゃん
小林　洸誠くん
小林　羽孔くん



くらしの告知板くらしの告知板くらしの告知板
役場　緯75～２０２１

　現在、ペットボトルの表面についている表示ビニール

については、分別ごみとしてはがして出していただいて

いるところです。以前より皆様から、その処理方法につ

いてお問い合わせをいただいておりましたが、このたび、

ごみ処理場より表示ビニールをはがす機械があるので、

はがさずペットボトルをそのまま出してもよいとの連絡

がありましたのでお知らせ致します。

　なお、泊村の分別ごみの収集量が、他町村に比べてま

だ少ない状況であります。お手数をおかけいたしますが、

今後も、ごみの分別にご協力をいただきますよう、よろ

しくお願い致します。

ペットボトルの表面についている
表示ビニールについて

ペットボトルの表面についている
表示ビニールについて

　日本政策金融公庫は、資金繰りでお困りの中小企業の

みなさまをセーフティネット貸付により積極的に応援し

ます。

①最近の売上、利益率等が減少するなど業績が特に悪化

している方に対しては、基準利率から0.3％引下げます。

②雇用維持・拡大を図られる方に対しては、更に0.1％

引下げます。

③第三者保証人等を不要とする融資の場合の上乗せ金利

を0.65％から0.35％に引下げます。

「年末資金」 のご案内「年末資金」 のご案内

日本政策金融公庫
国民生活事業からのお知らせ

日本政策金融公庫
国民生活事業からのお知らせ

ご相談・お問い合わせ
・日本政策金融公庫小樽支店国民生活事業

　　TEL 0134－23－1167

・事業資金相談専用ダイヤル　TEL 0570－054649

・ホームページ　http://www.jfc.go.jp

ご 融 資 額

ご返済期間

利　　　率

4,800万円以内

運転資金８年以内  設備資金15年以内

年2.25％（基準利率、平成21年10月15日現在）

政府の経済対策によりセーフティネット貸付がさらに充実！

○国民の皆様の信頼に応え、一層のサービス向上の実現

を目指し、社会保険庁は組織・人員を一新し、「日本年

金機構」として生まれ変わります。

○現在あるお近くの社会保険事務所は、新たに「年金事

務所」と名称が変わりますが、年金相談などの窓口と

して引き続きご利用いただけます。

社会保険庁が廃止され、新たに
　　　「日本年金機構」がスタートします。

「日本年金機構」が
来年１月１日からスタート！

「日本年金機構」が
来年１月１日からスタート！

にっぽん

日本年金機構

厚生労働省
社会保険庁 廃止

平成22年１月１日

公的年金の運営業務

公的年金の財政責任･運営責任

　日本人拉致事件をはじめとする北朝鮮当局による人権

侵害問題に関する国民の認識を深めるとともに、国際社

会と連携しつつ北朝鮮による人権侵害問題の実態を解明

し、その抑止を図ることを目的として、毎年12月10日

から16日までを「北朝鮮人権侵害問題啓発週間」とす

ることとされました。

12月10日から16日までは
「北朝鮮人権侵害問題啓発週間」です

12月10日から16日までは
「北朝鮮人権侵害問題啓発週間」です

問い合わせ
・岩内地域人材開発センター

　　岩内町字東山8-16　TEL 0135－62－2183

対 象 者　求職者（季節雇用で雇用保険受給者または公

共職業安定所長の受講指示が受けられる方）

訓練期間　平成22年１月12日（火）～３月25日（木）

訓練時間　９：00～16：00（受講日：月曜日～金曜日

※休日は土・日・祝）

受講費用　受講料は無料

※但しテキスト代は自己負担となります。

募集期間　平成21年11月９日（月）～ 12月11日（金）

申込場所　岩内公共職業安定所

受講生を募集します受講生を募集します

●機動職業訓練「土木技術科」

対 象 者　（選考あり）

求職者（雇用保険を受給できない方）（雇用保

険の受給資格がある方でも、定員に余裕があ

る場合は可能）

訓練期間　平成22年１月６日（水）～３月31日（水）

訓練時間　９：00～16：00（受講日：月曜日～金曜日

※土・日・祝は休日）

受講費用　受講料は無料

※但しテキスト代・検定料は自己負担となります。

訓練・生活支援給付金

　　　　　一定の要件を満たせば、訓練期間中の生活保

障として訓練･生活支援給付金が支給されま

す。詳細は所轄の公共職業安定所にご相談く

ださい。

募集締切　平成21年12月10日まで

申込場所　岩内公共職業安定所

●緊急人材育成支援事業（基金訓練）「ＯＡ基礎科」

12● 広報 とまり　2009年12月号 ●



社会保険事務相談所開設日程社会保険事務相談所開設日程

・事前予約制
・予約受付　平日午前10時～午後４時

・岩内町高台84－３

   緯 0135-62-8373

札幌弁護士会しりべし弁護士相談センター

９日（水）1６日（水）2４日（木）12月

12月の相談日程12月の相談日程

　倶知安町　後志労働福祉センター
　　　　　　３日（木）・４日（金）
　岩 内 町　岩内地方文化センター
　　　　　　16日（水）・17日（木）
　開設時間　両会場とも、１日目 13時～17時
　　　　　　２日目 ９時～14時

■平成21年12月

◆問い合わせ先　岩内地方衛生組合じん芥処理場　緯62－6251

不燃（粗大含む）ごみ受入停止日不燃（粗大含む）ごみ受入停止日 ■12月21日(月)■■12月21日(月)■

診療時間
９時～17時まで

天皇誕生日

年末

年始

年始

年始

年末年始の年末年始の年末年始の

休日当番医休日当番医休日当番医

年末年始の年末年始の年末年始の
診療時間
９時～12時まで

12月31日(木)～１月３日(日)
まで休みます。

12月29日(火)～１月５日(火)
まで休みます。※１/２は救急当番院

■役場窓口業務など

　年末から年始にかけての役場の業務は

上記のとおりです。

　なお休み中の急を要する用件について

は、日直にご連絡ください。緯75- 2021

12月30日(水) まで通常どおり収集します。

12月31日(木)～１月３日(日)まで休みます。

１月４日(月) からは通常どおり収集します。

※休み期間中のゴミは、ご家庭に保管し、ごみステーション等には

　出さないで下さい。◆問い合わせ先　住民福祉課 緯75-2134

12月31日(木)～1 月５日(火)
まで休みます

12月31日(木)～1 月５日(火)
まで休みます

休日当番歯科医院休日当番歯科医院休日当番歯科医院

12月６日(日)

13日(日)

20日(日)

23日(水)

27日(日)

31日(木)

22年元旦(金)

２日(土)

３日(日)

茅 沼 診 療 所

万 代 ク リ ニ ッ ク

大井内科消化器科医院

前 田 医 院

岩 内 協 会 病 院

北 内 科 ク リ ニ ッ ク

東 山 ク リ ニ ッ ク

岩 内 協 会 病 院

石山内科循環器科クリニック

緯７５－３６５１

緯６１－２１３３

緯６２－０９８６

緯６２－１２９３

緯６２－１０２１

緯６２－１４５７

緯６２－７７００

緯６２－１０２１

緯６２－３２２３

※リサイクルセ

　ンターは12月

　31日より１月

　４日まで受入

　れを休みます。

13 ● 広報 とまり　2009年12月号 ●

年末年始の役場業務年末年始の役場業務

　北海道では、特定不妊治療を受けている方の経済的な

負担の軽減を図るため、「特定不妊治療費助成制度」を行

っておりますが、９月から特定不妊治療費の助成金額の

上限が10万円から15万円に増額されました。

　なお、今年度中に「特定不妊治療費助成制度」の申請

をした方で、10万円以上の特定不妊治療費がかかった

方についても、追加申請をすることで、４月１日に遡っ

て10万円を越えた額の助成（最大５万円）を受けるこ

とができます。

　ただし、助成額の拡大については、平成21年度限り

の措置です。

北海道特定不妊治療費
助成制度のお知らせ

北海道特定不妊治療費
助成制度のお知らせ

問い合わせ
・北海道後志保健福祉事務所岩内地域保健部

　（北海道岩内保健所）

　　健康推進課主査（保健予防）

　　TEL　0135－62－1537㈹

　　FAX　 0135－63－0898

年末・年始のゴミ収集年末・年始のゴミ収集

黒 田 歯 科 医 院

岡 崎 歯 科 医 院

み ず の 歯 科 医 院

にしざき歯科医院

泊 歯 科 診 療 所

黒 田 歯 科 医 院

緯６２－０３２６

緯６２－０３１３

緯６２－２５３５

緯６２－１１５５

緯７５－２７４２

緯６２－０３２６

12月 29日（火）

30日（水）

31日（木）

22年元旦（金）

　　２日（土）

　　３日（日）

泊歯科診療所泊歯科診療所茅沼診療所茅沼診療所
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